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SC時における磁気圏内の磁場とプラズマの変動特性

Magnetic Field and Plasma VariationsAssociated with SC in the Magnetosphere
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太陽風の衝撃波・不連続面により磁気圏が圧縮されると、磁気圏界面電流が増加し、地上では水平磁場 H成分が汎世
界的に増加する SC現象として観測される。今回我々はGeotail衛星を用い、SC時の磁気圏内における磁場とプラズマの
変動特性を調べた。
　まず、MAGDAS ／ CPMN地上磁場ネットワークを用い、中低緯度で SCの水平磁場 H 成分増加を確認し、次に

Geotail衛星が磁気圏内に位置しているイベントの解析を行った。その結果、SC時の磁場とプラズマの変動として以下の
特徴が得られた。

1.　磁気圏全体圧縮前の定常状態から、衝撃波・不連続面通過によるエネルギーの高い定常状態に移る期間を rise time
と定義する。この時間スケールにおいて、プラズマ圧と磁気圧が共に増加する磁気流体力学の速進モード（Fast mode）
が観測された。[14／ 21 Event]

2.　 rise timeの期間において、30sec～1minのタイムスケール（１.の変動スケールよりも短い）の短周期変動は、マ
クスウェル応力とプラズマ応力の逆位相関係を満たす反磁性的な性質がみられた。[21／ 21 Event]

3.　 rise timeを過ぎた後のエネルギーの高い定常状態では、反磁性的な変動が顕著にみられた。[16／ 21 Event]
磁気圏内のプラズマの特性として、サブストームのような地球磁気圏尾部領域で局所的に発生する現象の場合は、部

分的に圧縮される為、磁気流体力学の遅進モード（Slow mode）が起きやすく、一方、SC等の磁気圏規模の大きな（波
数の小さい）現象に対しては、プラズマの逃げ場が無くなり、速進モード（Fast mode）が支配的に起きる傾向にあった。
また、SC時の磁気圏内における波動として、rise timeの時間スケールにおいて、全体としては Fast modeが観測される
が、局所的には 30s～1mの反磁性的な変動がみられた。


